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現 地 研 究 成 果

大学院 3年次 戸 谷 康 義

l. 調査の目 的

黒部川は慇雷水の影孵によつて水温は一般に低く、従って、 この低水混のために水稲は多 く

水口で冷水害を受ける。そのために青立ちをおこし、収搬の咸収を招く ことになる。

今回の調

態をみた。

の目的は黒部川の水温の実態を把握する とともに、流下にともな う水温の上昇状
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黒部川流域の冷水田分布

黒部川より 水田 に導水する水は愛本堰提よち黒東用水、黒西用水を通つて述ばれ、黒部本）II

より直接の取水はない。
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Fi g 1．富山平野主要河川の水系別冷水田分布
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Fig I 冷水田 の 地域分布

（浦上 、 大沼氏による ）
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冷水田の分布を富山県下の各河川の流域のそれと比較 してみる と;J,1図のよ うになる 。図で

もわかるように水口被害が 10 %以上におよぷ地域は黒部川が一番大きく約 5,50 0 haにも

達 している。 被害の程度は西へ行くほ ど戚少するが、 これは平野部の流下距離お よび水撤に彩

酵されるようである。すなわち、黒部川は山間の 出口 から河口まで 15 Km位であるのに対 して

庄川や小矢部は 50~ 60Km位の距離がある。 このほかにも山間の積雪の大きさや土堀娑作サよ

ども 問題になろうが、こ の点については不明である。

3．．河川水温の比較

黒部川をはじめ、各河川の水温を比較したのがオ,2図である。

℃ 
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河川 くらペ かたかい はやつさ じようがんL じんつ•う しよう

Fig 2 かんがい期における各河川の水温

黒部川は 8月でも15℃以下であるのに対して早月、常願寺、神辿、庄川な どは20℃かそれ

以上になり 、黒部川の同じ時期と5℃以上の迩いがある。従って冷水の被害も黒部川が一番大

きくなるのも当然といえよう。

3. 測定結果

黒西用水
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（オ 1 表 ）

愛距本から 0. 0 (Km) 2.0 

47 三2 4. 7 I 2 4. 7 

9.0 9. 4 
の 離

水 温 1 1. 0 1 1. 8 1 2.1 1 2.9 1 3. 9 
・． 一 →ー・ 幽••· --- - -- -

気 温 2 0. 6 2・3_ 0 2 2. 5 2 4. 7 2 5. 0 

第 1表は黒西用水の水温の縦断分布である c 愛本から9.4Kmまで流下する間は水混は約 4.0

℃しか上昇してい ない こと しCなるが、 9.4Km地点の水温は水田か ら放水された水が混合するの

で約3.0℃位の上昇 しカ・ない こと．；てなる。この ように水温の上昇が一般に小さい こと はこの用

フK跨ゐ水盟が非常に大きいことに原因があるよ うに思われる。
水尻

次に、水田 の水温の分布みると;;/73図のように水口 水温は

ニ。とC:こ:：ロニロニ‘5(、ナ：ニニと：口 1ロ低 く16℃であるが水田内を水が回つて水尻に出る時には --」2.5℃

水口

よう 。 才 3 図

4 あとがき

以上のように河川水温が異常に低いために、水田の水口 被害をもたら しているが、 これを更

に助長するのはかけ流しに 問迅があるようである。この地域は扇状地の上にあり 、戚水深も大

きく 、そのたむこかけ流 しをするのであるが、かけ流 しは水田内の水温上昇を阻止するので被

害を大 きくする。従つて、流水客土を全地域におこない、止め水かんがいをおこなえば被害は

かなり戚少するのではなかろうか。 （これは昭和39年 6月29日～ 7月1日に亘つて実施し

た現地研究の成果である。）
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